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2ン月 10日

脳
卒
中
患
者
ら
の
団
体

救
急
体
制
改
善
へ

市
に
要
望
書
提
出

患
者
ら
の
団
体

「脳
卒
中
か

ら
助
か
る
会
」
（上
野
正
代
表
）

は
９
日
、
脳
血
管
疾
患
救
急
医

療
体
制
を
整
備
し
て
い
る
横
浜

市
に
対
し
、
病
院
に
一
層
の
安

全
基
準
を
設
け
る
こ
と
や
、
各

病
院
の
治
療
成
績
を
一
般
に

ヽ
公

開
す
る
よ
う
求
め
た
。

市
は
２
０
０
９
年
４
月
か

ら
、
脳
卒
中
の
救
急
患
者
を
症

状
に
応
じ
、血
栓
溶
解
療
法
（
ｔ

ｌ
Ｐ
Ａ
療
法
）
対
応
の
医
療
機

関
に
搬
送
す
る
体
制
を
整
備
し

て
い
る
一

同
会
の
要
望
書
で
は
、
ｔ
ｌ

Ｐ
Ａ
療
法
に
つ
い
て

「と
て
も

有
効
な
一
方
、
脳
出
血
の
危
険

な
副
作
用
が
あ
る
。
治
療
を
行

う
病
院
の
医
療
体
制
は
厳
し
い

条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
」

と
指
摘
。
そ
の
上
で
、
市
が
搬

送
先
と
し
て
い
る
３‐
病
携
に
っ

い
て
①
病
院
の
安
全
基
準

‐
を
設

定
し
、
市
が
責
任
を
持

っ
蓄
認

定
す
る
②
搬
送

先
は
病
院
の

能
力
に
応
じ
て
決

め
る
③
病

療
実
績
の
情
報
公
開
な
ど
を
求
め

た
要
望
書
を
市
に
提
出
し
た
。
市

の
担
当
者
は

「病
院
側
ど
検
討
を

開
始
し
て
い
る
「
と
ヽ
前
向
き
な

姿
勢
を
示
し
て
い
る
。　

一

横
浜
市
は
、
脳
卒
中
の
救
急
患

・者
を
受
け
入
れ
、
治
療
に
使
う
血

栓
溶
解
薬

「
ｔ
ｌ
Ｐ
Ａ
」
を
投
薬

で
き
る
医
療
機
瀾
約
二
十
力
所
の

リ
ス
ト
を
作
り

，
救
急
隊
が
迅
速

院
の
医
療
体
制
と
治
療
成
績

を
公
開
す
る
―
な
ど
を
要
望

し
た
。

上
野
代
表
は

「患
者
が
安
心

で
き
る
よ
う
、
早
期
に
改
善
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（石
尾
　
正
大
）

に
搬
送
で
き
る
制
度
を
運
用
し
て

い
る
。

市
に
よ
る
と
、
制
度
に
参
加
し

て
い
る
医
療
機
関
で
二
〇
二
〇
年

度
、

「
ｔ
卜
Ｐ
Ａ
」
を
投
薬
し
た

の
は
計
百
七
十
四
人
で
、
う
ち
十

八
人
が
死
亡
し
た
。
し
か
し
ヽ
個

別
の
病
院
の
投
薬
患
者
数
や
死
亡

数
に
つ
い
て
は

「
搬
送
さ
れ
た
患

者
の
症
状
が
異
な
り
、
結
果
で
実
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脳
卒
中
の
治
療
を
め
ぐ
り
、
横

浜
市
内
の
患
者
や
患
者
家
族
ら
で

組
織
す
る
団
体

「脳
卒
中
か
ら
助

か
る
会
」
は
九
日
、
病
院
別
の
治

病
院
ご
と
の
情
報
開
示
を
求

め
る
上
野
代
表
＝
中
区
で

績
を
判
断
で
き
な
い
」
な
ど
の
理

由
で
、
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

同
会
の
上
野
正
代
表
は

「
病
院

が
治
療
実
績
を
上
げ
て
も
、
情
報

開
示
が
な
い
と
評
価
さ
れ
な
い
。

鰈

詭

鰹

“
ま
駐

い
」
と
、
訴
え
た
。
ま
た
ヽ
同
会

は
、
制
度
に
参
加
す
る
医
療
機
関

を
登
録
す
る
際
の
基
準
を
上
げ
る

こ
と
も
求
め
て
い
る
。

「
ｔ
ｌ
Ｐ
Ａ
」
は
、
発
症
か
ら

三
時
間
以
内
に
投
薬
す
る
と
回
復

に
大
き
な
効
果
が
あ
る
が
、
副
作

用
が
強
く
、
投
薬
の
判
断
が
難
し

い
と
さ
れ
る
。

．

〓
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一
　

〈
荒
井
六
貴
）

‐患‐‐‐者
団
体
♯
＝
に
要
望
書

騨
静

脳 率 中 治 療

「病
院
別
実
績
の
公
開
を
」


